
２
０
１
８
年
　
今
年
の
言
葉
は

「
災
」
つ
ま
り
災
害
の
年
で
し
た
。

本　

出　
　
　

肇

Ⅰ　

は
じ
め
に

　

農
林
水
産
省
の
産
業
医
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
時
間
外
労
働
の
健
康

相
談
を
２
０
１
９
年
１
月
に
何
人
も
行
っ
た
。
勤
務
内
容
の
質
問
を
行
う

の
だ
が
、
み
ん
な
災
害
対
策
課
で
、
３
カ
月
前
と
同
じ
顔
ぶ
れ
で
時
間
外

労
働
が
定
常
化
し
て
い
る
。
休
日
そ
っ
ち
の
け
で
災
害
地
の
測
量
し
、
深

夜
ま
で
パ
ソ
コ
ン
に
向
き
合
っ
て
い
る
の
だ
。
「
復
興
計
画
書
が
や
っ
と

で
き
た
ば
か
り
で
実
際
復
旧
す
る
ま
で
10
年
か
か
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ

う
か
？
現
場
に
出
張
す
る
回
数
は
減
り
ま
し
た
が
、
」
。
そ
う
、
西
日
本
だ

け
で
も
、
九
州
、
四
国
、
中
国
、
関
西
す
べ
て
の
地
域
で
２
０
１
８
年
は

災
害
が
発
生
し
た
。
今
回
、
「
災
」
の
年
を
振
り
返
っ
て
み
る
こ
と
に
し

た
。

Ⅱ　

年
始
は
豪
雪
か
ら

　

話
は
２
０
１
７
年
晩
秋
に
さ
か
の
ぼ
る
。
「
今
年
の
秋
は
カ
メ
ム
シ
が

た
く
さ
ん
出
て
、
洗
濯
物
に
入
り
大
変
、
カ
メ
ム
シ
の
多
い
冬
は
雪
が
た

く
さ
ん
降
る
よ
」
池
田
か
ら
、
箕
面
に
か
け
て
の
ゴ
ル
フ
場
で
話
題
に
な

っ
て
い
た
。
11
月
中
旬
に
滋
賀
県
の
比
良
山
に
行
っ
た
と
こ
ろ
、
旅
館
の

電
燈
に
た
く
さ
ん
カ
メ
ム
シ
が
い
る
。
「
お
客
さ
ん
も
コ
ー
ト
の
中
よ
く

見
と
い
て
ね
」
と
注
意
さ
れ
、
豪
雪
で
す
よ
と
又
言
わ
れ
た
。
実
際

２
０
１
７
年
12
月
か
ら
２
月
の
日
本
の
冬
は
、
何
度
か
強
い
寒
気
が
流
れ

込
み
、
西
日
本
で
は
32
年
ぶ
り
の
低
気
温
で
大
雪
に
見
舞
わ
れ
た
。
北
陸

地
方
で
は
「
北
陸
豪
雪　

福
井
豪
雪
」
と
呼
ば
れ
、
山
形
県
で
は
４
ｍ
以

上
の
積
雪
が
あ
っ
た
。
交
通
機
関
が
破
綻
し
、
死
傷
者
も
あ
っ
た
。

Ⅲ　

６
月
大
阪
府
北
部
地
震　

初
の
北
区
医
師
会
災
害
時
医
療
対
策
本
部

を
立
ち
上
げ
る

　

２
０
１
８
年
６
月
18
日
７
時
58
分
大
阪
府
北
部
地
震
が
発
生
し
た
。
地

震
の
規
模
は
Ｍ
６
．
１
、
震
度
の
深
さ
13
㎞　

震
度
６
弱
を
大
阪
市
北
区
、

高
槻
市
、
枚
方
市
、
茨
木
市
、
箕
面
市
で
観
測
し
た
。
私
は
ち
ょ
う
ど
診

療
所
の
準
備
を
し
て
い
る
途
中
で
地
震
が
起
こ
り
、
揺
れ
が
収
ま
る
の
を

待
っ
て
自
宅
、
診
療
所
の
被
害
状
況
を
確
認
し
た
。
「
医
師
会
に
い
ま
す
」

と
置
手
紙
を
受
付
に
貼
っ
て
北
区
医
師
会
館
に
向
か
っ
た
。

　

北
区
医
師
会
館
玄
関
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
閉
ま
っ
て
い
る
の
を
見
て
、

る
ー
む
204　

特
集
４



「
も
し
電
気
が
止
ま
っ
て
い
た
ら
建
物
の
中
に
も
入
れ
な
い
ん
だ
」
、
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
ー
カ
ー
ド
で
非
常
口
よ
り
入
室
し
、
会
館
内
の
状
況
を
確
認
。

な
ん
と
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
使
用
で
き
な
い
。
「
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
は
ど
う

な
ん
ね
ん
」
と
思
い
を
は
せ
て
い
る
う
ち
に
、
田
淵
北
区
医
師
会
長
が
到

着
し
た
。
「
北
区
医
師
会
災
害
時
医
療
対
策
本
部
を
立
ち
上
げ
な
あ
か
ん
」

そ
う
２
０
１
７
年
か
ら
前
波
多
野
会
長
肝
い
り
で
北
区
医
師
会
救
急
委
員

会
中
心
に
大
阪
市
北
区
医
師
会
災
害
時
医
療
救
護
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
以
下
）

を
作
成
し
て
い
た
の
だ
。

大
阪
市
北
区
医
師
会
災
害
時
医
療
救
護
マ
ニ
ュ
ア
ル

　

地
震
、
津
波
な
ど
の
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
際
に
は
、
大
阪
市
北
区

医
師
会
は
大
阪
市
北
区
医
師
会
災
害
時
医
療
救
護
計
画
に
従
っ
て
災
害
時

医
療
を
開
始
す
る
が
、
そ
の
活
動
時
の
指
針
と
し
て
こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

作
成
す
る
。
こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
規
則
で
は
な
く
、
大
規
模
災
害
時
の
医

療
活
動
を
円
滑
に
行
う
た
め
の
指
針
で
あ
り
、
実
際
の
活
動
に
つ
い
て
は

北
区
医
師
会
災
害
時
医
療
対
策
本
部
の
現
場
で
の
状
況
判
断
に
委
ね
ら
れ

る
。

１
．
大
規
模
災
害
を
想
定
し
た
対
策
本
部
、
医
療
チ
ー
ム
の
組
織
化

　

大
規
模
災
害
発
生
を
想
定
し
た
北
区
医
師
会
災
害
時
医
療
対
策
本
部

（
以
下
対
策
本
部
）
を
組
織
し
、
災
害
発
生
時
に
速
や
か
に
活
動
が
出
来

る
よ
う
に
準
備
す
る
。
ま
た
、
実
働
部
隊
と
し
て
の
医
療
チ
ー
ム
（
Ｋ
Ｍ

Ａ
Ｔ
）
を
組
織
す
る
。
対
策
本
部
は
北
区
医
師
会
館
内
に
置
く
が
、
会
館

の
損
傷
が
著
し
く
、
対
策
本
部
と
し
て
機
能
し
な
い
と
判
断
さ
れ
た
場
合

は
、
北
区
区
役
所
内
等
に
対
策
本
部
を
設
置
す
る
こ
と
を
検
討
す
る
。

２
．
対
策
本
部
の
組
織
構
成

　

対
策
本
部
は
北
区
医
師
会
会
長
を
本
部
長
と
し
、
副
会
長
、
専
務
理

事
、
救
急
災
害
委
員
会
委
員
長
、
副
委
員
長
ら
を
対
策
本
部
副
本
部
長
と

す
る
。
ま
た
、
数
名
の
本
部
員
を
任
命
し
、
こ
れ
ら
が
主
に
会
館
内
で
対

策
本
部
委
員
と
し
て
活
動
す
る
。
医
師
会
事
務
職
員
も
本
部
補
助
員
と
し

て
対
策
本
部
内
で
活
動
す
る
。

３
．
対
策
本
部
構
成
員
の
職
務

　

本
部
長
は
、
行
政
、
消
防
署
、
関
係
諸
団
体
と
の
連
絡
、
連
携
を
図

り
、
対
策
本
部
を
統
括
し
、
医
療
活
動
に
関
し
指
揮
命
令
を
行
う
。

　

副
本
部
長
は
、
本
部
長
を
補
佐
し
、
本
部
長
の
不
在
の
時
は
そ
の
任
務

を
代
行
す
る
。

　

本
部
員
と
し
て
数
名
の
委
員
を
置
き
、
情
報
収
集
・
分
析
、
医
薬
品
や

医
療
材
料
の
確
保
と
支
給
な
ど
の
実
務
的
業
務
を
行
う
。

　

医
師
会
事
務
職
員
は
本
部
補
助
員
と
し
て
庶
務
、
会
計
等
の
業
務
に
当

た
る
。



４
．
北
区
医
師
会
災
害
時
医
療
チ
ー
ム
（
Ｋ
Ｍ
Ａ
Ｔ
）

　

本
部
員
以
外
に
、
医
師
会
理
事
、
班
長
、
救
急
災
害
委
員
会
委
員
、
走

る
街
の
蘇
生
医
の
ほ
か
、
一
般
会
員
よ
り
災
害
時
医
療
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
参
加
で
き
る
医
師
を
募
り
、
北
区
医
師
会
災
害
時
医
療
チ
ー
ム

（
Ｋ
Ｍ
Ａ
Ｔ
）
を
組
織
し
、
実
動
チ
ー
ム
員
と
し
て
活
動
す
る
。
ま
た
看

護
師
な
ど
の
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
に
つ
い
て
も
こ
の
チ
ー
ム
に
参
加
し
て
い
た

だ
く
。
（
各
診
療
所
に
勤
務
す
る
看
護
師
を
中
心
に
チ
ー
ム
へ
の
加
入
を

促
進
し
て
い
く
）

５
．
救
急
災
害
発
生
時
の
連
絡

　

大
規
模
災
害
発
生
時
の
連
絡
に
は
携
帯
電
話
で
Ｋ
Ｍ
Ａ
Ｔ
メ
ー
リ
ン
グ

リ
ス
ト
に
よ
る
連
絡
網
を
使
用
す
る
。
連
絡
は
初
期
に
は
双
方
向
性
で
連

絡
す
る
が
、
指
示
は
連
絡
が
可
能
な
チ
ー
ム
員
に
個
別
に
行
う
。
区
役
所

と
の
連
絡
は
Ｍ
Ｃ
Ａ
無
線
機
通
信
を
用
い
て
密
な
連
絡
を
取
り
合
う
。
ま

た
北
区
役
所
内
に
設
置
さ
れ
る
北
区
災
害
時
対
策
本
部
に
本
部
員
一
名
を

出
向
さ
せ
、
行
政
と
密
な
連
携
を
図
る
こ
と
も
考
慮
す
る
。

６
．
対
策
本
部
の
設
置

　

対
策
本
部
の
設
置
は
、
震
度
５
弱
以
上
が
大
阪
管
区
気
象
台
か
ら
発
表

さ
れ
た
時
な
ど
、
大
阪
市
災
害
対
策
本
部
の
設
置
と
連
動
し
て
設
置
す

る
。

　

そ
の
他
、
大
阪
市
長
、
北
区
長
か
ら
直
接
の
要
請
が
あ
っ
た
時
、
ま
た

北
区
医
師
会
長
が
対
策
本
部
の
設
置
が
必
要
と
判
断
す
る
状
況
が
発
生
し

た
時
、
速
や
か
に
設
置
す
る
。

７
．
災
害
対
策
本
部
委
員
、
災
害
時
医
療
チ
ー
ム
員
（
Ｋ
Ｍ
Ａ
Ｔ
）
の
招
集

　

対
策
本
部
の
設
置
が
決
定
さ
れ
れ
ば
、
Ｋ
Ｍ
Ａ
Ｔ
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト

連
絡
網
に
よ
り
こ
れ
を
全
員
に
伝
達
す
る
。
対
策
本
部
委
員
は
医
師
会
館

に
集
合
と
し
、
情
報
を
把
握
す
る
こ
と
に
努
め
る
。
ま
た
、
災
害
時
医
療

チ
ー
ム
員
（
Ｋ
Ｍ
Ａ
Ｔ
）
に
待
機
の
連
絡
を
す
る
。

　

対
策
本
部
待
機
時
に
は
対
策
本
部
委
員
は
自
宅
待
機
と
し
、
区
役
所
か

ら
の
情
報
、
ま
た
状
況
の
進
展
に
よ
り
対
策
本
部
設
置
決
定
に
備
え
る
。

８
．
現
況
の
把
握

　

対
策
本
部
で
は
災
害
の
規
模
、
現
況
、
余
震
の
情
報
な
ど
の
収
集
に
努

め
る
。
ま
た
各
診
療
所
の
被
災
状
況
を
班
長
を
中
心
に
収
集
し
、
各
診
療

所
で
の
医
療
活
動
の
可
否
に
つ
い
て
把
握
し
、
残
存
し
て
い
る
医
療
イ
ン

フ
ラ
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　
９
．
任
務

　

災
害
時
医
療
チ
ー
ム
の
職
務
は
大
き
く
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
１
．
災

害
発
生
初
期
の
救
急
医
療
活
動
で
、
主
に
外
科
系
に
所
属
す
る
チ
ー
ム
員

が
あ
た
る
。
２
．
避
難
所
生
活
が
始
ま
っ
た
後
の
避
難
者
の
健
康
管
理
で
、

班
を
中
心
と
し
て
主
に
内
科
系
の
チ
ー
ム
員
が
あ
た
る
。



　

北
区
区
役
所
、
消
防
署
か
ら
の
情
報
、
要
請
に
よ
り
、
発
災
初
期
の
医

療
と
し
て
、
災
害
現
地
で
の
ト
リ
ア
ー
ジ
、
救
護
所
開
設
、
避
難
所
で
の

応
急
処
置
な
ど
を
行
う
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
ま
た
病
院
か
ら
の
応
援
要

請
に
対
応
す
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。
ま
た
時
間
の
経
過
に
伴
う
避
難
所

の
住
民
健
康
に
対
す
る
相
談
、
検
診
を
、
班
を
中
心
と
し
た
避
難
所
単
位

で
行
う
。

　

避
難
所
で
の
医
療
サ
ポ
ー
ト
に
は
病
院
勤
務
の
医
師
に
も
出
務
を
依
頼

す
る
。

　

医
療
活
動
が
可
能
な
診
療
所
で
は
、
地
域
住
民
に
対
し
て
自
ら
の
診
療

所
で
初
期
治
療
に
当
た
る
。

　

発
災
直
後
の
初
期
治
療
と
し
て
は
病
院
で
の
医
療
活
動
へ
の
協
力
、
避

難
所
で
の
初
期
治
療
、
災
害
現
場
で
の
医
療
活
動
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

　

１
．
災
害
現
場
で
の
活
動
、
ト
リ
ア
ー
ジ

　

２
．
救
護
所
開
設

　

３
．
避
難
所
で
の
初
期
治
療

　

４
．
病
院
と
の
協
力
体
制

避
難
所
で
の
住
民
の
健
康
管
理

発
災
後
24
時
間
、
48
時
間
時
の
対
応
、

か
か
り
つ
け
の
診
療
所
が
診
療
を
継
続
し
て
い
れ
ば
、
そ
の
診
療
所
を
受

診
す
る
。

　

避
難
住
民
の
健
康
管
理
は
避
難
所
周
囲
の
診
療
所
の
先
生
が
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
、
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
組
ん
で
こ
れ
に
当
た
る
。

10
．
出
務
費
用

　

行
政
か
ら
支
出
さ
れ
る
出
務
費
用
も
加
算
す
る
が
、
医
師
、
看
護
師
の

出
務
費
用
に
つ
い
て
は
別
表
に
基
づ
い
て
北
区
医
師
会
救
急
災
害
医
療
特

別
会
計
よ
り
弁
償
す
る
。

11
．
保
険
及
び
補
償

　

災
害
時
活
動
時
に
生
じ
た
障
害
に
つ
い
て
は
、
公
務
災
害
と
し
て
別
表

の
規
定
に
基
づ
い
た
保
障
を
受
け
る
。

12
．
各
診
療
所
で
の
医
療

　

診
療
所
が
被
災
を
免
れ
て
医
療
が
可
能
な
状
況
で
あ
れ
ば
、
自
院
で
地

域
の
被
災
者
に
対
し
て
の
治
療
を
行
う
が
、
自
院
で
の
診
療
が
不
能
な
場

合
は
災
害
時
医
療
チ
ー
ム
に
合
流
し
て
医
療
活
動
を
続
け
る
。
ま
た
班
会

な
ど
で
災
害
時
の
医
療
協
力
体
制
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
災
害
時
、
地
域

で
医
療
を
続
け
る
診
療
所
は
災
害
時
医
療
チ
ー
ム
に
出
務
さ
れ
る
診
療
所

の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
。

13
．
病
院
、
消
防
と
の
連
携

　

病
院
で
の
初
期
治
療
に
医
師
会
の
協
力
が
必
要
な
場
合
、
ま
た
被
災
現

場
に
出
動
し
て
初
期
治
療
や
ト
リ
ア
ー
ジ
が
必
要
な
場
合
、
院
長
、
消
防

署
長
か
ら
の
要
請
で
Ｋ
Ｍ
Ａ
Ｔ
チ
ー
ム
員
を
病
院
、
現
場
に
派
遣
す
る
。



14
．
研
修
、
模
擬
訓
練

　

年
に
１
～
２
回
程
度
の
救
急
災
害
研
修
、
模
擬
訓
練
を
行
う
。

 

　

８
時
30
分
老
眼
と
、
慣
れ
な
い
手
つ
き
で
何
と
か
Ｋ
Ｍ
Ａ
Ｔ
メ
ー
リ
ン

グ
リ
ス
ト
の
メ
ン
バ
ー
に
携
帯
電
話
か
ら
メ
ー
ル
を
打
つ
。
９
時
過
ぎ
に

な
り
、
事
務
員
、
辰
田
看
護
師
な
ど
が
医
師
会
に
到
着
し
少
し
落
ち
着
い

た
と
こ
ろ
で
、
い
っ
た
ん
自
分
の
診
療
所
に
帰
宅
し
た
。
来
院
者
は
ほ
と

ん
ど
な
く
、
負
傷
者
も
来
ら
れ
な
い
の
で
、
再
び
医
師
会
館
に
出
向
い

た
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
ま
だ
停
止
し
た
ま
ま
、
Ｋ
Ｍ
Ａ
Ｔ
メ
ー
リ
ン
グ
リ

ス
ト
を
開
い
て
み
る
と
、
ビ
ル
診
療
所
の
先
生
で
、
10
階
以
上
階
段
を
上

り
や
っ
と
診
療
所
に
到
着
さ
れ
た
と
の
こ
と
。
ま
た
診
療
開
始
し
て
も
、

処
方
箋
を
取
り
扱
っ
て
く
れ
る
薬
局
が
近
く
に
な
く
、
教
え
て
ほ
し
い
な

ど
が
あ
り
、
情
報
共
有
の
大
切
さ
を
痛
感
す
る
。
午
後
１
時
過
ぎ
電
話
が

通
じ
る
よ
う
に
な
り
北
区
役
所
に
医
師
会
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
て
い

る
こ
と
、
病
院
・
診
療
所
の
状
況
を
伝
え
た
と
こ
ろ
、
北
区
内
で
は
避
難

所
開
設
が
な
い
こ
と
を
打
診
さ
れ
ほ
っ
と
一
息
。

　

大
阪
府
下
の
医
療
機
関
（
病
院
）
の
状
況
が
３
時
ご
ろ
に
な
る
と
掴
め

る
よ
う
に
な
る
。
国
立
循
環
器
病
セ
ン
タ
ー
で
は
、
入
院
患
者
か
ら
負
傷

者
が
発
生
し
た
ほ
か
、
屋
上
の
水
タ
ン
ク
の
破
損
に
よ
る
上
層
階
へ
の
浸

水
な
ど
の
被
害
が
発
生
。
非
常
用
電
源
設
備
も
浸
水
し
関
西
電
力
よ
り
電

力
車
が
派
遣
さ
れ
た
。
自
衛
隊
に
よ
る
災
害
派
遣
支
援
を
受
け
る
も
の

の
、
19
日
ま
で
の
外
来
診
療
・
手
術
が
取
り
や
め
に
な
っ
た
ほ
か
、
患
者

の
転
院
や
自
主
退
院
が
発
生
し
た
。
大
阪
医
科
大
学
の
病
棟
で
は
、
給
水

管
が
破
損
し
、
天
井
か
ら
の
滝
の
よ
う
な
水
漏
れ
が
発
生
し
て
い
る
写
真



が
メ
ー
ル
に
送

ら
れ
て
き
た
。

（
画
像
１
）

　

11
月
６
日
ま

で
の
総
務
省
の

総
計
に
よ
る
と

大
阪
府
内
死
者

６
名　

２
府
５

県
総
計
負
傷
者

４
４
３
名　

地
震
保
険
の
支
払
額
は
９
４
６
億
円
を
超
え
、
東
日
本
大
震

災
、
熊
本
地
震
に
次
い
で
第
３
位
と
あ
る
。

　

ち
な
み
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
関
し
て
滋
賀
、
京
都
、
大
阪
、
兵
庫
、
奈
良

の
５
府
県
の
２
１
４
基
で
閉
じ
込
め
が
あ
っ
た
が
、
当
日
中
に
す
べ
て
救

助
さ
れ
た
と
の
こ
と
。

　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
停
止
が
長
期
化
し
、
生
活
へ
の
影
響
が
深
刻
で
、
ビ

ル
設
備
管
理
大
手
２
社
が
把
握
し
て
い
る
だ
け
で
も
計
約
３
万
４
千
基
が

停
止
し
た
。
復
旧
の
順
序
に
つ
い
て
、
日
本
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
協
会
に
よ
る

と
、
復
旧
を
最
優
先
す
る
の
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
内
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
人

の
救
出
。
次
い
で
病
院
な
ど
の
建
物
、
行
政
機
関
が
入
る
公
共
施
設
、
高

さ
60
ｍ
以
上
の
高
層
住
宅
の
順
で
復
旧
を
進
め
、
一
般
の
マ
ン
シ
ョ
ン
は

最
後
に
な
る
。

Ⅳ　

夏
の
猛
暑
と
豪
雨

　

地
震
の
後
始
末
が
少

し
落
ち
着
い
た
こ
ろ
猛

暑
が
襲
っ
た
、
こ
れ
も

ま
た
災
害
に
加
え
て
も

い
い
で
あ
ろ
う
。
梅
雨

明
け
１
週
間
後
、
ヘ
ル

パ
ー
が
朝
訪
問
し
た
と

こ
ろ
意
識
が
な
い
と
独
居
認
知
高
齢
女
性
が
運
ば
れ
て
き
た
。
「
部
屋
に

入
っ
た
ら
ま
だ
こ
た
つ
を
使
用
し
て
い
て
冷
房
も
入
れ
ず
ム
ッ
と
す
る
ほ

ど
温
度
が
高
く
、
ぐ
っ
た
り
し
て
ま
し
た
。
」
と
報
告
を
受
け
１
０
０
０

ml
ほ
ど
多
量
の
補
液
を
行
い
一
命
を
と
り
と
め
た
。

人
間
だ
け
で
な
く
生
物
も
生
き
る
の
が
大
変
で
あ
る
。
高
温
の
た
め
生
態

系
が
崩
れ
た
の
か
、
８
、
９
月
全
く
蚊
に
刺
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
10
月
に

な
っ
て
や
っ
と
小
型
の
蚊
に
出
会
う
よ
う
に
な
っ
た
。
地
面
の
表
面
温
度

が
上
昇
し
た
せ
い
で
あ
ろ
う
か
、
30
年
間
毎
日
散
歩
し
て
初
め
て
蛇
が
街

路
樹
に
上
っ
て
い
く
の
を
目
撃
し
た
。
（
画
像
２
）

　

夏
の
平
均
気
温
は
、
東
日
本
で
統
計
開
始
以
来
第
１
位
、
西
日
本
で
も

第
２
位
と
な
り
、
埼
玉
県
で
は
日
本
歴
代
最
高
と
な
る
41
，
１
度
を
記
録

し
た
。
７
月
熱
中
症
に
よ
り
緊
急
搬
送
さ
れ
た
人
は
、
５
万
４
２
２
０
人
、

死
者
は
１
３
３
人
で
、
熱
中
症
の
言
葉
が
世
に
認
知
さ
れ
た
２
０
１
０
年

で
の
８
月
の
搬
送
者
２
万
８
４
４
８
人
、
７
月
の
死
者
95
人
を
軽
く
上
回

画像１：
６月18日高槻　大阪医科大学

画像２：８月２日北区造幣
局横　木に登る蛇



り
、
統
計
開
始
以
来
最
高
で
あ
っ

た
。

　

猛
暑
の
陰
に
集
中
豪
雨
あ
り
。

６
月
28
日
か
ら
７
月
８
日
に
か
け

て
集
中
豪
雨
が
続
き
平
成
30
年
７

月
豪
雨
と
名
付
け
ら
れ
た
。
７
月

６
日
に
は
長
崎
、
福
岡
、
大
分
か

ら
７
月
８
日
に
か
け
て
広
島
、
岡

山
、
鳥
取
、
京
都
、
兵
庫
な
ど
11

府
県
に
わ
た
り
大
雨
特
別
警
報
が

発
表
さ
れ
た
。
こ
の
豪
雨
に
よ
り
西
日
本
を
中
心
に
多
く
の
河
川
の
氾
濫

や
浸
水
、
土
砂
災
害
が
発
生
し
、
死
傷
者
が
２
２
４
人
と
甚
大
な
災
害
と

な
っ
た
。
平
成
に
入
っ
て
か
ら
の
豪
雨
災
害
と
し
て
は
初
め
て
死
傷
者
が

１
０
０
人
を
超
え
、
「
平
成
最
悪
の
水
害
」
で
あ
っ
た
。
朝
の
散
歩
道
が

都
島
区
大
川
沿
い
の
浸
水
で
通
れ
な
く
な
っ
た
。
（
画
像
３
）

Ⅴ　

９
月　

台
風
21
号

　

９
月
に
な
り
や
っ
と
猛
暑
か
ら
解
放
さ
れ
る
と
思
っ
た
こ
ろ
、
台
風
が

や
っ
て
き
た
。
天
気
予
報
で
、
第
２
室
戸
台
風
以
来
の
記
録
的
な
台
風
が

や
っ
て
く
る
と
何
度
も
繰
り
返
し
、
年
明
け
か
ら
「
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
記
録
的
な
」
と
い
う
言
葉
に
慣
れ
っ
こ
に
な
っ
た
私
は
、
「
ホ
ン
マ
か

い
な
、
い
つ
も
の
台
風
に
少
し
毛
が
は
え
た
ぐ
ら
い
と
ち
ゃ
う
か
」
と
高

を
く
く
っ
て
い
た
。
し
か
も
Ｊ
Ｒ
が
前
日
に
計
画
運
休
を
す
る
と
い
う

「
子
供
の
頃
の
ゼ
ネ
ス
ト
み
た
い
や
な
、
Ｊ
Ｒ
動
か
な
か
っ
た
ら
、
ホ
テ

ル
に
泊
ま
ら
な
あ
か
ん
の
ち
ゃ
う
」
と
患
者
さ
ん
と
話
し
て
い
た
。
職
員

に
、
「
明
日
は
一
応
９
時
に
診
療
開
始
、
10
時
に
終
了
」
皆
、
な
ん
で
休

診
に
し
な
い
ん
だ
と
い
う
顔
を
し
て
い
る
。
10
時
過
ぎ
周
囲
は
ま
だ
全
く

普
段
と
変
わ
ら
な
い
状
態
で
あ
っ
た
が
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
は
、
京
阪
神
在
来

線
全
線
で
午
前
10
時
ご
ろ
ま
で
に
運
転
を
取
り
や
め
る
と
発
表
、
（
計
画

運
休
）
ほ
ぼ
す
べ
て
の
私
鉄
も
正
午
ま
で
に
運
転
を
取
り
や
め
る
と
の
こ

と
。
交
通
機
関
が
運
休
を
始
め
る
ま
え
に
職
員
を
帰
宅
さ
せ
、
１
人
診
療

所
で
本
を
読
ん
で
い
た
。

　

１
時
過
ぎ
急
に
風
が
強
く
な
り
始
め
、
あ
っ
と
い
う
間
の
暴
風
雨
で
あ

る
。
戸
締
り
確
認
し
て
い
る
最
中
バ
リ
バ
リ
と
い
う
ひ
ど
い
音
、
ト
タ
ン

屋
根
が
飛
ん
で
き
て
４
階
建
て
の
屋
上
か
ら
、
１
階
の
診
療
所
中
庭
に
落

ち
て
き
た
。
（
画
像
４
）

　

ニ
ュ
ー
ス
で

は
、
近
畿
東
海
中

心
に
記
録
的
な
暴

風
雨
で
、
50
ｍ
以

上
の
最
高
瞬
間
風

速
は
全
国
１
０
０

地
点
で
観
測
史
上

最
高
値
で
あ
っ

画像３：都島区川沿い水没した道

画像４：診療所中庭に落ちた
トタン屋根



た
。
ま
た
高
潮
は
、
大
阪
湾
沿
岸
で
は
１
９
６
１
年
の
第
２
室
戸
台
風
の

記
録
を
超
え
た
。
以
下
は
総
務
省
に
よ
る
被
害
集
計
で
あ
る
が
、
死
者
13

人
負
傷
者
９
１
２
人
、
関
西
空
港
で
は
高
潮
に
よ
る
滑
走
路
、
タ
ー
ミ
ナ

ル
ビ
ル
の
浸
水
、
停
電
、
連
絡
橋
に
タ
ン
カ
ー
が
衝
突
し
連
絡
橋
が
通
行

で
き
ず
孤
立
し
た
。
西
宮
甲
子
園
浜
で
は
、
高
潮
浸
水
の
後
約
１
０
０
台

の
中
古
車
が
炎
上
し
て
い
る
画
像
が
ニ
ュ
ー
ス
に
写
さ
れ
る
。
８
府
県
に

わ
た
り
電
柱
が
倒
壊
し
２
２
４
万
戸
が
停
電
、
倒
木
、
土
砂
崩
れ
が
相
次

い
だ
。
（
画
像
５
）
（
画
像
６
）

Ⅵ　

最
後
に

　

関
東
大
震
災
が
起
き
た
日
に
当
た
る
９
月
１
日
の
防
災
の
日
や
、
東
日

本
大
震
災
の
３
月
11
に
は
毎
年
、
多
く
の
犠
牲
者
や
甚
大
な
被
害
を
思
い

出
す
。
そ
し
て
防
災
の
大
切
さ
が
語
ら
れ

る
。
だ
が
今
年
ほ
ど
、
自
然
の
猛
威
や
防
災

の
不
備
、
不
徹
底
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
年

は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
豪

雪
か
ら
始
ま
り
「
大
阪
府
北
部
地
震
」
「
酷

暑
」
と
も
呼
べ
る
猛
暑
や
進
路
が
従
来
と
異

な
る
台
風
の
到
来
に
「
気
候
変
動
」
を
実
感

し
た
人
も
多
か
っ
た
。
美
し
い
自
然
の
恵

み
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
一
方
「
災
害
大

国
」
で
あ
る
こ
の
国
は
都
市
部
も
地
方
も
高

い
災
害
リ
ス
ク
を
抱
え
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
国
に
住
む
１
人
１
人
が
災

害
リ
ス
ク
を
抱
え
て
い
る
。
「
天
災
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く
る
」
こ

の
言
葉
は
寺
田
虎
彦
博
士
の
警
句
と
つ
た
え
ら
れ
て
い
る
。
優
れ
た
警
句

だ
が
、
こ
こ
数
年
の
自
然
災
害
や
異
常
気
象
は
、
「
天
災
は
忘
れ
る
間
も

な
く
起
き
る
」
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

　

大
阪
府
で
は
大
規
模
な
自
然
災
害
等
が
発
生
し
た
場
合
に
、
災
害
医
療

機
関
及
び
関
係
機
関
の
協
力
に
よ
り
大
阪
府
地
域
防
災
計
画
等
に
基
づ
く

医
療
救
護
活
動
が
迅
速
・
適
切
に
行
う
よ
う
府
内
の
災
害
医
療
関
係
機
関

に
基
本
指
針
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
率
直
に
言
う
と
、
絵
に
描
い
た

餅
で
実
行
不
可
能
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
大
阪
北
部
の
地
震
の
際
に
は
、

以
前
よ
り
地
震
時
の
防
災
訓
練
が
為
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当

医
師
会
と
行
政
の
連
携
が
と
れ
た
の
は
、
発
生
後
６
時
間
た
っ
て
か
ら
で

画像５：
大阪ＯＡＰ横　転倒したトラック

画像６：
11月　中之島倒木はまだ放置



あ
っ
た
。
訓
練
も
重
要
で
あ
る
が
、
更
に
普
段
か
ら
確
認
を
繰
り
返
し
、

お
互
い
の
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
も
不
可
欠
で
あ
る
と
感
じ
さ
せ
ら
れ

た
。
「
完
全
な
防
災
」
は
無
理
で
も
少
し
で
も
犠
牲
者
や
被
害
を
軽
減
す

る
「
減
災
」
の
観
点
か
ら
、
身
の
周
り
か
ら
地
域
や
国
の
レ
ベ
ル
に
至
る

ま
で
、
災
害
へ
の
備
え
を
再
確
認
す
る
こ
と
が
喫
緊
の
重
要
課
題
で
あ

る
。


